
 

 

 
 
前号に続き、上越市立清里中学校での「Web 配信問題」を活用した授業改善に関する要請訪問の

実施報告です。今号は英語科での取組の紹介です。第２回配信の際の参考にしてください。 

生徒の実態や問題内容を基に、どの問題で「振り返り」を実施するか、どのような手順でグルー

プ活動を行うかなどについて協議しました。決まった内容は以下の通りです。 

 

 

 

 

 
扱う問題を決めるポイントとして「正答率が 50％程度」を目安としました。そうすることで「尋

ねる・説明する」のバランスが取れたよい話合いが展開することを期待しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Learning View

１ 事前準備では 「振り返り」を中心とした１時間の展開の検討 

２ 解答場面では Web 配信問題の「趣意」と「流れ」の説明 

３ 本実践のメイン 「振り返り」 〜 班での話合い 〜  

「Web配信問題を活用した振り返り」実施報告 『英語編』 

 

Vol.４(通算 29 号) 

 

上越教育事務所 学校支援第２課 Ｒ４.８.４ 

(1) 50 分間の流れと時間の配分。（趣意説明 ▶︎ 問題解答 ▶︎ 「振り返り」 ▶︎ 個人の感想） 

(2) 「振り返り」で扱う問題は、生徒の出来具合で決定すること。（読解 or 英作文） 

(3) 話合いは、座席をもとにグループを構成し、ホワイトボードを用いて進めること。 

(4) 「振り返り」で扱わなかった問題は、授業改善の材料として次時に扱うこと。 

 まず、冒頭に左スライドを示し「Web 配信問題」の趣

意と流れを説明しました。前年度までと違い、解答後に

「班で学び合う時間（「振り返り」）」を設定することや

その意味などを丁寧に伝えました。また、スライド下側の

話合いの３つの視点を示し「終了後に仲間と話し合うこと

を心に留めて問題を解くよう」伝え、問題に取り掛かりま

した。 

解答中は机間巡視を行い、生徒の解答状況を確認した上

で、正答率が 50％程度だった３の⑴⑵を話し合う問題に

選びました。 

３の⑴⑵は、英語の文章の読み取りを基に、選択肢問題

や記述問題に答える設問でした。 

３つの視点に沿って班ごとに 20 分間自由に話し合うこと

にしたのですが、話合いが停滞したり困惑したりする班が

出てきたため、途中で教師が介入し、設問ごとに話合いの

ポイントを示しました。 

⑴ 答えを選んだ根拠（必要な情報の読み取り方） 

⑵ ベストアンサーづくり（要点の読み取り方） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「英語科としての思考のある学び」には、例えば、下図のようなプロセスがあると考えます。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

発展学習では、このプロセスの学びを生徒に体験してもらいま

した。 

まず、インプットの場面では、問いの内容をより具体的なシチ

ュエーションにして、教師が英語で実際に演じて見せました。こ

れは、問いについて「コミュニケーションを行う目的や場面、状

況など」の理解を促進するために行いました。この実演により、

必要な情報が十分に得られ、生徒の思考が進んでいく様子が見ら

れました。また、アウトプットの場面では、問いに対する自分の

考えを表現する活動に、相手を代えながら３回挑戦しました。こ

れは、仲間とのやり取りを基に思考を広げるために行いました。 

繰り返し取り組んだことについて、ある生徒は「いろいろな友達と何回も話している中で、だんだん

完成された文章が出来上がってきて、とても達成感があった」と感想を記述していました。 

以上から、こうしたプロセスの学びを行うことで「英語科としての思考のある学び」がさらに促

進されると考えます。普段の授業から取り入れてみてはいかがでしょうか。 

 

本紙に掲載した「振り返り」を行うと、多くの発見・収穫が期待できます。それらは実態に応じ

て異なりますが、必ず「教師の授業改善」と「生徒の学習改善」へと繋がります。 

 

 

４ 生徒の感想  個人の感想 と アンケート より 

５ 発展編 「英語科としての思考のある学び」に向けた発展学習 

【質問】今回行ったその場で「振り返り」を行う 

Web 診断問題の方法をどう思いますか？ 

とてもよい   … 69％ 

よい      …  31％ 

あまりよくない …  ０％ 

よくない    …  ０％   

 

 

 

 

❶「聞いたこと・読んだこと（インプット）」を、既習の「知識」を活用して「理解」する。            

❷ そこに含まれる「問い」や「課題」について、深く「思考」する。                                   

❸ 既習の「知識・技能」を駆使して「話すこと・書くこと（アウトプット）」に取り組み、自分の考えを「表現」する。 

右は、「振り返り」後の生徒の感想です。記述か

ら、「振り返り」に真剣に向き合い、それぞれ新し

い発見をしたことが分かります。さらに「仲間への

気持ち」の高まりも読み取れ、話合いを通じての協

働的な学習が効果的に機能したことが分かります。 

また、下の事後アンケートの結果からは、全ての

生徒が「振り返り」を肯定的に捉えていることが分

かりました。 

今回の「振り返り」では、「問題をどう解く

か」についての日本語によるやり取りが中心で

した。そこで、さらに「英語科としての思考の

ある学び」を充実させたいと考え、後続の授業

で２の英作文問題を使った発展学習を行うこと

にしました。 

 
□ 「教師が、全ての内容項目を、適切に指導しなければならない」という思考から脱却。 

□ 「生徒が、思考・判断する場面」、「生徒同士が、表現し合う状況」が圧倒的に増加。 

＊「Web 配信問題を活用した振り返り」の授業動画は、右の QR コードからご視聴ください。 

 （写真：配信問題の場面・状況を教師が実演） 

上越教育事務所では、「Web 配信問題を活用した振り返り」についての要請訪問を随時受け付けております。 


